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　続いて、不具合箇所の事例をご紹介しましょう。
　写真１の塗装面を触診すると、写真２のように、
チョークのような粉状のものが付着するのが確認で
きます。この症状をチョーキングといいます。
　チョーキングとは、太陽光からの熱や風雨による
ケイ素化合物（土砂）によって外壁が劣化している
現象のことです。太陽光による熱や風雨は自然現象
で、遮断することはできませんので、経年により外

　前号まで、外壁建材であるタイルやシーリングの
補修方法をお伝えしました。今回は、塗装工事につ
いてご紹介したいと思います。
　そもそも塗装とは、文字どおり装飾した物体に塗
料を塗ることです。この塗装工事ですが、簡単そう
に見えて、実は外装工事のなかでもっとも奥が深
く、難易度も非常に高い工事であると身を持って知
りました。塗る対象物により材料の成分も異なり、
用途によって工法も違います。
　さらに無足場工法では、相当な困難を極める技術
が求められるなど、大きな壁にぶつかりました。い
くつかの項目に分けて説明していきます。

　塗装面の調査は、たいがい外壁タイルの打診調査
時についでに行うことが多く、タイル打診の際、接
合する塗装面の状態を簡易的に確認することが通例
です。塗装面だけを調査する事例は、外壁面から漏
水があった場合にお客様からの要請で実施する程度
で、塗装面の調査のみを単体で行うことはほとんど
ありません。
　調査の概念からいえば、塗装面の調査は非常に重
要度が低いのが現状です。それは、美観的要素が強
く、タイルのような剥

はく

落
らく

や漏水原因につながりにく
いことが要因と思われます。また、塗装については
耐用年数がおおよそ決まっており、改修する判断を
しやすいことも挙げられます。
　しかし実際に調査をしてみると、劣化が進行して
建物に大きな被害をもたらすようなケースもあるな
ど、とても重要な調査であることがわかります。
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▲（写真１）
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塗装面に触れ
ると、指先に
粉状のものが
つく
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で、メーカーが新たな材料を提供し、施工します。
これは、塗料が不良品で耐用年数に満たない場合、
かつ施工業者が工程どおりに施工した場合に適用さ
れる保証制度で、材料の品質保証といえるでしょう

（❶出荷証明書）。
（２）施工保証
　メーカー保証とは異なり、施工保証は施工業者が
独自で定めた規定により保証する内容です。例え
ば、材料の品質に問題がなかったが、メーカーが想
定する耐用年数未満での不具合が生じた場合、施工
業者がその施工を保証するものとなっています（❷
工事保証書）。
　塗料の成分や素材、用途、また建材の種類によっ
ても耐用年数が異なります。この２つの保証によっ
て、何かがあった場合でもお客様に安心してサービ
スを提供することができますので、信用につながる
保証制度であるといえます。
　塗装工事はとにかく奥が深く、勉強することの多
い内容の工事です。まだまだ書ききれないことが
多々ありますので、次号で続いて詳細をお伝えした
いと思います。乞うご期待！！ 

壁面はいつか必ずこのような状態になるのです。
　チョーキングが生じた場合、一度なってしまった
ら原状回復することはなく、劣化状況は悪化する一
方です。放置すれば、ひび割れや防水性の膨弱化が
進み、漏水や壁面の剥落などの深刻な事態になるの
です。写真１の事例では鉄部でも同様の症状が見ら
れます。
　読者の皆様も、管理しているビルやマンション、
ご自宅などを一度触診して確認してみてください。
もし、手に粉がつくようなら劣化が始まっています
ので、外壁工事の施工保証や耐用年数などを確認
し、建物診断をするとよいと思います。当組合でも
行いますので、お問い合わせください。

　この劣化に対して、塗装工事の保証は「メーカー
保証」と「施工保証」の２種類があります。
（１）メーカー保証
　メーカー保証とは、その塗料を使って不具合が出
た場合、メーカーが塗り直しなどを保証する制度

外装メンテはプロにご相談ください！
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塗装工事の保証書

❶メーカーによる保証書（出荷証明書） ❷施工業者による保証書（工事保証書） ▲メーカー及び施工業者連名の保証書


